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＜序  文＞

　福岡県の中部に位置する小郡市は、 九州における交通の要衝として発展し続けてきました。 小郡官衙遺

跡や上岩田遺跡、 隣接する大刀洗町の下高橋官衙遺跡など古代の役所跡、 また周辺で見つかる官道の存

在は、 こうした位置付けが古代においてもなんら変わることがなかったことを物語っています。

　今回報告いたします 「小郡前伏遺跡２」 の調査では、 範囲も限られた小規模な調査ではありましたが、 官

衙を取り巻く周辺の集落の一端を確認することができました。

　残念ながら遺跡は開発と引き換えに消失することになりましたが、 本書及び収録した資料が、 文化財保護

への理解と認識を深める一助として、 また研究資料の一環として広く活用されれば幸いです。

　最後に、 地権者の稲付文明さん、 さらには調査にご理解とご協力をいただいた周辺住民の皆様、 そして

現地作業にあたった地元作業員の皆様など、 発掘調査を進める際にお世話になった多くの方々に感謝を申

し上げ、 序文といたします。

　　平成 23 年 3 月 31 日

　　　　　　　　小郡市教育委員会

　　　　　　　　　　教育長　清武  輝

＜例　言＞

1． 本書は、 小郡市小郡地内における共同住宅建設に伴い、 小郡市教育委員会が発掘調査を行った小郡前伏遺跡２の報

　　告書である。

2． 小郡前伏遺跡２は小郡市前伏 248-5 に所在する。

3． 調査期間は、 平成 21 年 9 月 1 日から同月 29 日まで実施した。

4． 調査面積は、 153 ㎡である。

5． 本調査は、 坂井貴志が行った。

6． 遺構の実測は山崎頼人の協力を得て、 坂井が行った。

7． 遺構の個別写真撮影は坂井が行い、 遺跡全景写真は （有） 空中写真企画に委託した。 遺物写真の撮影は㈲文化財

　　写真工房 ・ 岡紀久雄氏に委託した。

8． 遺物の復元 ・ 実測 ・ 製図には、 白木千里、 衛藤知嘉子、 佐々木智子、 原野照子、 井上千代美、 永倉さゆみ、 林田

　　和也、 長野智恵子ら諸氏の多大なる協力を得た。

9． 本書に記載した遺構略号は、 Ｃ ： 竪穴住居跡、 Ｋ ： 土坑、 Ｐ ： ピットである。

10． 遺構実測図中の方位は座標北を示し、 図上の座標は国土座標第Ⅱ系 （世界測地系） に則している。

11． 遺物 ・ 実測図 ・ 写真は、 小郡市埋蔵文化財調査センターにて保管 ・ 管理している。 　

12． 本書の執筆 ・ 編集は、 坂井が行った。
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第１章　調査の経過と組織
　小郡前伏遺跡２の調査は、 個人住宅建設に先立ち平成 21 年 7 月 27 日付で小郡市教育委員会に対して

埋蔵文化財の照会があったことに端緒とする （審査番号 9027）。 照会を受けて、 同年 8 月 4 日に試掘調査

を行った結果、 遺構が確認されたため埋蔵文化財に関する調整が必要となった。 協議の結果、 建物の基

礎部分が遺構面まで達するため、 遺跡に影響を与える範囲 153 ㎡を発掘調査し、 記録保存を図ることとなっ

た。

　現地での発掘調査は、 9 月 1 日より重機により表土剥ぎを行い、 3 日より作業員を導入、 遺構の検出と掘

り下げを順次行った。 15 日には調査区全体の空中写真撮影を行い、 25 日には重機による埋め戻しを行い、

29 日に現地作業を終了した。

　調査体制は以下の通りである。

＜調査組織＞
　　　平成 21 ・ 22 年度　小郡前伏遺跡２

　　　　小郡市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　教 育 長　　清武　輝

　　　　　　　　　　　　　　教育部長　　高木　良郎 （平成 21 年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河原　寿一郎 （平成 22 年度）

　　　　　　　文化財課　課　　　長　　田篭　千代太

　　　　　　　　　　　　　　係　　　長　　片岡　宏二

　　　　　　　　　　　　　　嘱託技師　　坂井　貴志

　　　　　　　　　　　　　

＜発掘作業従事者＞
横田　雅江、 草場　誠子、 土井　久江、 松田　徳代、 田中　賢二、 中村　国義

第２章　位置と環境
　小郡前伏遺跡２は、 小郡市街地のちょうど中心部に位置し、 周囲は住宅密集地である。 当地周辺では、

市内でも主要な遺跡がいくつか調査されている。 まず、 北に約１km の西鉄大牟田線の線路東側には国指

定史跡の小郡官衙遺跡 （4） が所在し、 7 世紀中 ・ 後半～ 8 世紀中 ・ 後半にかけてのⅢ期にわたる官衙

遺構の変遷が明らかにされ、 古代筑後國御原郡の郡衙跡に比定されている。 小郡官衙遺跡周辺では正倉

群 〔大板井遺跡Ⅹ区 （8）〕、 集落 〔向築地遺跡 （3）〕、 官道 〔小郡前伏遺跡 （2）〕、 周縁地における版

築状盛土による造成跡 〔大板井遺跡 18B 区 （8）〕 など、 様々な関連遺構がこれまでに確認されている。

　小郡官衙遺跡の線路を挟んだ西側には小郡若山遺跡 （5） が所在する。 これまでに６区に渡って調査が

行われており、 この内、 小郡若山遺跡３では弥生時代中期前半～中頃にかけての集落が調査され、 集落

内より多鈕細文鏡２面を埋納した土坑が検出されている。 小郡官衙遺跡 ・小郡中尾遺跡 （6） ・大板井遺
跡でも同時期の大規模な集落が確認されており、 当地周辺における拠点集落の存在が示唆される。 弥生

時代中期以降は、 弥生時代後期と 7 ～ 8 世紀に集落形成のピークが見られるが、 小郡若山遺跡でもこれ

までに小郡官衙併行期の遺構が確認されており、 その関連が注目されるところである。
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第１図　周辺遺跡分布図 （S ＝ 1 ／ 25,000）

第 2 図　小郡前伏遺跡２　調査区位置図 （S=1 ／ 5,000）
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第３章　調査の内容
　１　調査の概要
　遺跡は、 標高 16.20 ｍ前後、 遺構検出面で 15.80 ｍ前後の低位段丘上に位置する。 周辺は住宅密集地

で大きく削平を受けており、 当該地は周囲より 1 段高い、 わずかに遺構面が残された場所にあたる。

　遺構検出面は、 暗茶褐色のローム層である。 全体的に削平を受けているため、 造成土の直下が遺構面と

なる。 調査区の遺構検出面までの深さは西側で約 15cm、 東側で約 50cm と東に向けて緩やかに傾斜する。

　検出した遺構は、 竪穴住居跡４軒、 土坑４基、 ピット多数である。

　遺物は、 土師器 ・ 須恵器を主体としており、 石器 ・ 鉄製品も数点出土した。

　２　遺構と遺物
（１）竪穴住居跡　【ＳＣ】

　ＳＣ－１（第 3図、図版 2）
　ＳＣ－１は調査区北東コーナーに位置し、 ＳＣ－２を切る。 約 1/2 が調査区外に及ぶため全体の規模は不

明である。 床面までの深さは、 約 20cm 程度で、 その下に約 5cm ほどの貼床が施される。 主柱穴は 2 本確

認された。

　出土遺物（第 6・11 図、図版 4）
　1 ～ 3 は土師器である。1 はほぼ完形の坏で、浅く、斜め上方に屈曲して立ち上がる。口径は 20.6cm を測る。

2 は椀で、 外面下半はヘラケズリで調整する。 口径 15.4cm を測る。 3 は高坏脚部である。 坏部との接合部

分には粘土を充填した痕跡が確認できる。 4 ・ 5 は須恵器である。 4 は高坏脚部で、 復元脚径 10.4cm を測

り脚先端部はやや雑な調整である。 5 は坏身で、 復元口径 9.8cm と小型である。 第 11 図 1 は砂岩製砥石

である。 砥面は４面残存する。

　ＳＣ－２（第 4図、図版 2）
　ＳＣ－２は、 調査区北東に位置し、 ＳＣ－１に切られる。 歪ではあるが、 南辺が約 3 ｍと完存している。 床

面までの深さは約 27cm 程度である。 その下に部分的に 1cm 程の薄い貼床が施される。 遺構内には多数

のピットが検出されたが、 どれが主柱穴となりうるかは不明である。 ＳＣ－ 1 で調査区壁に掛かるように検出さ

れたものが柱穴となり得るかもしれない。

　出土遺物（第 6図、図版 4）
　6 は甕である。 口縁部が強く外反し、 内面は強いケズリを行い稜が付く。 復元口径 20.0cm を測る。 7 は

やや深みのある椀である。 器壁は薄く、 精良な胎土を用いる。 復元口径 16.3cm を測る。

　ＳＣ－３（第 5図、図版 2）
　ＳＣ－３は、 調査区西端にて検出された、 ＳＫ－４を切る住居である。 断片的な検出であるため詳細は不

明であるが、 東辺が約３ｍに復元できる。 床面までの深さは約 25cm である。 その下に部分的に３cm 程度

の貼床が施される。 主柱穴の確認はできていない。

土師器甕小片の出土があったが、 図化するに至らなかった。

　ＳＣ－４（第 5図、図版 2）
　ＳＣ－４は調査区南端にて検出した。 大部分が調査区外のため詳細は不明であるが、 残存する北辺は約
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第 4 図　SC ー 1 ・ 2 実測図 （S=1/40） 
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SC－1･2（D－D’）
　　  造成土（灰褐色土、旧建物基礎・礫等多量に入る）
1　淡黒色土（均質、砂粒を少量含む）
2　淡黒褐色土（均質、土器片多量に含む）
3　黒褐色土（均質）
4　　　〃（2層に似るが、φ～ 2mmの砂粒を多量に含む）
5　淡黒褐色土（ややしまりあり、黄褐色土粒少量混じる）

SC－1ピット
Ｐ－1・2
1　淡黒色土 +黄橙・
　　　褐色粘質土
　　　　（よくしまる）
2　黒色土 +黄橙色土
　　　ブロック
　　　（地山と均質）
　　　（ややしまりあり）

Ｐ－3
1　淡黒色土 +黒・褐色土
　　　粘質ブロック
　　　（ややしまりあり）
2　淡黒色土 +黄橙色
　　　粘質土ブロック
　　　（ややしまりあり）

Ｐ－4
1　淡黒色土
2　1層 +黄色粘質土
　　　（地山と近質）
　　　　ブロック

SC－2ピット
Ｐ－1
1　淡黒色土
　　　（ゆるい、
　　　　赤橙色土粒含む）
2　淡灰黒色土 +
　　　黄橙色粘質土

Ｐ－2
1　淡黒色（ゆるい、
　　　赤・黄橙色土粒
　　　混じる、土器片含む）
2　1層 +黄橙色粘質土
　　　ブロック

Ｐ－3
1　淡黒色土（ゆるい、
　　　赤・橙色土粒多量
　　　に含む）
2　灰黒色土 +黄色土粒
3　１層 +黄橙色

Ｐ－4
1　淡黒色土
2　1層 +黄橙色
　　　粘質土ブロック

  6　黒褐色土（ゆるい、φ～ 3cmの黄褐色土ブロック少量混じる）
  7　淡黒色土（ややしまりあり、φ～ 5mmの黄褐色土粒均一に混じる）
  8　　　〃　 （φ～ 4cmの黄褐色土ブロック大量に均一に混じる）
  9　　　〃　 （しまりあり、黄褐色土粒多量に混じる、土器片中量含む）
10　淡黒褐色土（ややしまりあり、砂粒わずかに含む）
11　黒褐色土（しまりあり、黄褐色土ブロック少量混じる）

12　淡黒色土（ややしまりあり、黄褐色土粒少量混じる）
13　黒色土（ややしまりあり、黄褐色土ブロック多量に混じる）
14　灰黄褐色土（しまりあり、黄褐色土ブロック少量混じる）
15　黒褐色土（しまりあり、黒色・黄褐色ブロック多量に混じる）
16　黒色土（よくしまる、黄褐色土粒わずかに混じる）
　　※10～ 12は SC－２ピット、13～ 16は貼床
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３ｍを測る。 床面までの深さは約 12cm である。 その下に４cm 程度の貼床が部分的に施されるが、 旧建物

の基礎ガラが入るため詳細は不明である。 主柱穴の確認はできていない。

　遺物の出土はない。

第 5 図　ＳＣ－ 3、 4 実測図 （S ＝ 1/40）
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第 6 図　竪穴住居跡出土土器実測図 （S=1/4）

（２）土坑　【ＳＫ】

　ＳＫ－１（第 7図、図版 2）
　ＳＫ－１は調査区中央西寄りにて検出した土坑である。 ＳＫ－２ ・ ３を切る。 上端は 3.5 × 3.3 ｍの円形を

呈する。 断面形は逆台形で、 底面は平坦である。 検出面から底面までの深さは約 30 ～ 50cm を測る。 上

層～下層までまんべんなく遺物の出土があったが、 所属時期は混在している。 廃棄土坑かと思われるが、

土層観察では掘り込み等の確認はできなかった。

　出土遺物（第 9・11 図、図版 4）
　第 9 図 1 ・ 2 ・ 3 は上層、 4 ・ 5 は底面上にて出土した。 1 ・ 2 は土師器坏である。 いずれも精製品で 1 は

復元口径 13.6cm、 2 は 12.6cm を測る。 内外面とも回転ナデ、 底部外面はヘラケズリ後ナデで調整する。

3 は甕口縁部で、 強く外反する。 復元口径 22.5cm を測る。 4 は須恵器坏蓋で、 径が 1.8cm のやや扁平な

宝珠形の撮みが付き、 天井部は平坦である。 5 はハソウの破片で、 古い様相を示すものと思われる。 第 11

図 2 は底面直上で出土した鉄製の刀子である。 片側に関を持つもので、 身部は一部欠損する。 身部の厚

さ 2.0 ㎜で、 かなり砥ぎ減りをする。

　ＳＫ－２（第 7図、図版 3）
　ＳＫ－２は調査区中央西寄りにて検出したＳＫ－１に切られる土坑である。 本来は、 短軸 2.5 ｍ程の楕円形

を呈するものと思われる。 検出面から底面までは 25cm 程度と浅い。

土師器の坏が１点出土した。

　出土遺物（第 9図、図版 4）
　6 は土師器坏である。 内外面とも回転ナデで調整される。 底部外面はヘラ切り後ナデ調整。 復元口径

14.6cm を測る。

　ＳＫ－３（第 8図、図版 3）
　ＳＫ－３は調査区中央に位置し、 ＳＫ－１に切られる土坑である。 現況 1.68 × （1.5） m を測り、 本来は東

西に長い楕円形を呈するものと思われる。 検出面から底面までの深さは約 20 ～ 40cm を測る。 断面は U 字

1 2

3 4
5

SC-1

SC-1･2 上層

SC-2

7
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8
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0 10cm
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形である。

　土師器小片の出土があったが、 図化するに至らなかった。

　ＳＫ－４（第 8図）
　ＳＫ－４は調査区北壁際にて検出した土坑である。 ＳＣ－３に切られる。 建物基礎跡により切られるため詳

細は不明であるが、現況 （2.8） × 1.8 ｍの楕円形を呈する。 検出面から底面までの深さは約 20cm を測る。

　出土遺物（第 9図）
　7 は土師器甕。 口縁部は強く外反し、 内面は強いヘラケズリを行い稜ができる。 8 は坏で、 復元口径

16.8cm を測る。 口縁と底部の境が明瞭でなく口縁は短く立ち上がる。

第 7 図　ＳＫ－ 1 ・ 2 実測図 （Ｓ＝ 1/40）
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第 8 図　ＳＫ－ 3、 4 実測図 （Ｓ＝ 1/40）

第 9 図　土坑出土土器実測図 （Ｓ＝ 1/4）第 9 図　土坑出土土器実測図 （Ｓ＝ 1/4）
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　1　淡黒色土（しまりあり、暗赤色土粒・土器片中量含む）
　2　淡黒褐色 +黄茶色土（ややしまりあり、砂粒混じる）

（３）ピット　【ＳＰ】
　今調査では、 東部を中心に多くのピットが検出されたが、 その多くが旧建物敷地内の庭木の跡であった。

遺物の出土はあったものの、下記の SP － 35 にて出土したもの以外は、小片のため図化するに至っていない。
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　ＳＰ－ 35（第 3図）
　調査区東壁際にて検出された。 ＳＰ－ 36 に切られる。 径 25cm の円形を呈し、 検出面から底面までの深

さは 45cm を測る。

　出土遺物（第 10図、図版 4）
　須恵器坏蓋である。 暗灰色を呈し、 内外面とも回転ナデ、 天井部外面はケズリ後ナデ調整を施す。 復元

口径は 8.6cm を測る。

0 5cm

1(SC-1)

2(SK-1)

0 5cm

第 10 図　SP － 35 出土土器実測図

　　　　　（S=1/2）

第 11 図　出土石 ・ 鉄製品実測図 （S=1/2）

第１表　　出土遺物観察表
出土

遺構

挿図

番号

図版

番号
種類 器種

法量 ( ㎝）
色調 胎土 焼成 成形 ・ 調整 備考

口径 底径 器高

SC-1 6-1 土師 坏 20.6 － 4.3 内外 ： 橙～黄橙色 精良 良好 口 ： ヨコナデ　外 ： ケズリ後ナデ　内 ： 丁寧なナデ

6-2 土師 坏 15.4 － （4.1） 内外 ： 赤橙色 精良、 φ～ 3mm の砂粒含む 良好 口 ： ヨコナデ　外 ： ケズリ後ナデ　内 ： 丁寧なナデ

6-3 土師 高坏 － － － 内外 ： 橙色 φ～ 3mm の砂粒含む 良 外 ： ケズリ　内 ： ナデ

6-5 須 坏身 9.8 － （3.2） 内外 ： 灰色 精良 やや軟 内外 ： 回転ナデ　底部外面メ ： ヘラケズリ

6-4 須 高坏 － （10.4） － 内 ： 灰白色　外 ： 暗灰色 精良 堅緻 内 ： 工具ナデ　外 ： 回転ナデ

SC-1・2

上層

6-8 土師 高坏 － 10.2 － 内外 ： 淡橙色 φ～ 1mm の砂粒含む 良好 内 ： ヘラケズリ　外 ： ヘラケズリ　裾端部 ： 指オサエ ・ ナデ

6-9 須 坏身 9.3 5.95 3.2 内外 ： 灰白～暗灰色 φ～ 3mm の砂粒わずかに含む 堅緻 内外 ： 回転ナデ　底部外面 ： ケズリ後ナデ

SC－2 6-6 土師 甕 （20.0） － － 内外 ： 赤橙色 φ～ 3mm の砂粒含む 良 口内外 ： ヨコナデ　内 ： ヘラケズリ　外 ： ハケ後ナデ

6-7 土師 坏 （12.5） － － 内外 ： 橙色 精良 良 内 ： 丁寧なナデ　口外面 ： ヨコナデ　底部外面 ： ヘラケズリ

SK-1 9-1 土師 坏 13.6 3.3 9.4 内外 ： 淡褐色 精良 良好 内外 ： 回転ナデ　底部外面 ： ケズリ後ナデ

9-2 土師 坏 12.6 3.7 － 内外 ： 淡橙色 φ～ 2mm の砂粒わずかに含む 良好 内外 ： 回転ナデ　底部外面 ： ケズリ後ナデ

9-3 土師 甕 （22.5） － － 内外 ： 橙～赤橙色 φ～ 3mm の長石粒多く含む 良 口内外 ： ヨコナデ　内 ： ヘラケズリ　外 ： ハケ後ナデ

9-4 須 坏蓋 － － － 内外 ： 灰色 φ～ 3mm の砂粒中量含む 堅緻 ツマミ ： ナデ　外 ： ケズリ後ナデ　内 ： 回転ナデ

9-5 須 ハソウ － － － 内 ： 灰色　外 ： 灰褐色 精良 堅緻 内外 ： 回転ナデ

SK-2 9-6 土師 坏 （14.6） 3.45 （8.8） 内外 ： 橙色 φ～ 1mm の砂粒含む 良 内外 ： 回転ナデ　底部外面 ： ケズリ後ナデ

SK－4 9-7 土師 甕 － － － 内外 ： 赤褐色 φ～ 3mm の砂粒多く含む 良 口内外 ： ヨコナデ　内 ： ヘラケズリ　外 ： ハケ後ナデ

9-8 土師 坏 （16.8） － － 内外 ： 黄橙色 精良 やや良 摩滅により不明

SP－35 10 須 坏蓋 （8.6） － － 内外 ： 暗灰色 φ～ 2mm の砂粒わずかに含む 堅緻 内外 ： 回転ナデ　外面天井部 ： ヘラケズリ後ナデ

石器

出土

遺構

挿図

番号

図版

番号
石材 器種

法量 ( ㎝）
備考

長さ 幅 厚さ

ＳＣ－ 1 11-1 砂岩 砥石 （4.1） 4.45 3.3 砥面 6 面残

鉄器

出土

遺構

挿図

番号

図版

番号
器種

法量 ( ㎝）
備考

長さ 幅 厚さ

ＳＫ－ 1 11-2 刀子

（8.15）

身 （5.5）

茎 （2.65）

身 （1.2）

茎 （0.65）

身 （0.2）

茎 （0.35）
片関、 身部は砥ぎ減りする
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調査区より北を望む

小郡前伏遺跡２全景

図版１



①Ｓ C ‐ 1 ・ 2 土層 （Ｃ ‐ Ｃ’） ②ＳＣ ‐ 1 ・ 2 土層 （Ｄ ‐ Ｄ’）

③ＳＣ ‐ 1 ・ 2 完掘状況 ④ＳＣ ‐ 3 土層

⑤ＳＣ ‐ ３完掘状況 ⑥ＳＣ ‐ 4 完掘状況

⑦ＳＫ ‐ 1 土層 ⑧ＳＫ ‐ 1 完掘状況

図版２



①ＳＫ ‐ 2 土層 ②ＳＫ ‐ 2 完掘状況

③ＳＫ ‐ ３土層 ④ＳＫ ‐ 3 完掘状況

図版３



図版４
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